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第 1 部「序論」では、第 1 章において本研究の問題を、そして第 2 章において本研究の目的、



































































第 3 部の実践において実装され、現在も試用を継続中の Web サイト(第 6 章)が近年では年間
10 万アクセスを超える点からも、本論文におけるコーディネートの実践が有用であった事が間接
的に示されている。また、学際的な立場から考察・提唱された本論文の知見は、障害児者支援の
みならず広く教育・福祉等の分野における情報通信技術のコーディネートの現場において有用な
ものとなっており、教育情報学の分野に多くの示唆を供するものとなっている。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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